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静岡市防災協会の理念

　本協会は、防火・防災思想の普及及び啓発を活動基盤とし、会
員の安全管理意識の発揚のもと、事業所諸施設の防火・防災に係
る安全対策の強化を推進し、火災・地震等による被害の軽減化を
図り、もって地域社会への安全責務を果たすとともに、公共の福
祉の増進に寄与することを目的とする。

記

1　私達は、消火・救護・避難・通報連絡等を中心とした各種訓練
を実施し、防火管理体制の充実強化を図ります。

2　私達は、危険物施設の貯蔵・取扱いの実態に即した安全確保と
保安体制の充実強化を図ります。

3　私達は、東日本大震災を教訓として、危険物施設や各種防火対
象物における地震対策の充実強化を図ります。
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静岡市防災協会

会　長　　糠　谷　徳　昭
静岡市消防局

局　長　　成　澤　央　久

ごあいさつたちあおい発刊によせて

静岡市防災協会の会員の皆様におかれましては、平素より静岡市の消防行政各般にわ

たり、多大なるご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。また、長年にわたり事業所

等における防火・防災意識の普及啓発にご尽力いただいておりますことに、深く敬意を表

しますとともに、重ねて感謝申し上げます。

近年、自然災害は頻発化・甚大化する傾向であり、令和７年９月には、国内最大級の竜

巻が発生し、牧之原市及び吉田町において多くの家屋に甚大な被害をもたらしました。ま

た、全国各地で発生した林野火災が、大規模化し他機関の応援を要する事態となってい

ます。

静岡市消防局では、消防ヘリコプターを新機体へ更新し、その機動力を活かして、広大

な管内で発生する各種災害への対応力を強化しています。あわせて、乾燥時や強風時に

は林野火災注意報・警報を発令し、火の取扱いを制限するなど、出火防止対策の強化を

図っています。

しかし、災害による被害を軽減するためには、行政による対策だけでなく、市民一人ひと

りが防災意識を高めることと、地域や事業所が一体となった防災体制を構築することが、

これまで以上に重要となります。「自らの命は自ら守る」という自助、「地域で互いに助け合

う」という共助、そして行政による公助が、それぞれの役割を果たしていくことが不可欠で

あります。とりわけ、貴協会の皆様が中心となって進めておられる活動は、地域防災力の

向上に大きく寄与するものであり、極めて重要な役割を担っていただいております。

今後とも、当消防局との連携を一層深めながら、事業所等における防火・防災活動を推

進していただき、「誰もが安心して幸せに暮らせる街」の実現に向け、ご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

結びに、貴協会のますますのご発展と、会員の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げ、

ご挨拶といたします。

会員の皆様におかれましては、平素より当協会の運営に格別のご理解、ご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。また、消防関係の皆様におかれましても、日頃より多大なるご指

導をいただいておりますことに、心より感謝申し上げます。

今年度も、会報たちあおいが上梓されます事は、ご尽力いただく方々のご協力とご努力

の賜物であります。

さて、新年度も始まり、ようやく落ち着きを取り戻した頃、静岡糸魚川構造線付近、三

陸沖及び北海道など各地で大きな地震が相次いで発生したことで、改めて防災や日頃の

訓練の大切さを再認識した次第であります。今後とも折に触れて関係機関との対話を重ね、

相互理解を深めながら、より一層の連携強化に努めてまいります。

国内外に目を向ければ、緊迫する国際情勢を主因とする物資の高騰と不足が生活に影

響を及ぼしています。これに関しては、対策の立てようもありませんが、人命の安全と早期

の収束を願うばかりであります。

一方、国内の火災については、冬から春先にかけて全国各地で大規模な林野火災が頻

発し、人々の暮らしや自然環境に深刻な影響を及ぼしております。また、養豚養鶏場での

火災や寺社仏閣様内の棄損・窃盗に関しても早期の解決を願ってやみません。日本の子

供たちにどんな未来が残せるのか、日 、々沈思黙考が続きます。

そのような中、当協会を取り巻く環境も変化しており、協会運営について会員の皆様の

ご意見を賜ればと思いますので、忌憚のないご意見をお寄せいただけたらと思います。

結びに、会員の皆様並びに消防の皆様、関係各位の皆様の今後の益々のご発展とご多

幸を心よりお祈りし、ご挨拶に代えさせていただきます。本年度も宜しくお願い致します。

２０２６年４月吉日
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令和７年度事務事業実施概要

4月

5月
表彰委員会　８日　グランシップ
第１回総務委員会（書面会議）
危険物取扱者試験夜間直前講習会　15日・16日　静岡県産業経済会館

6月
危険物安全週間　８日～14日
第１回理事会　20日　グランシップ
通常総会　20日　グランシップ
協会設立20周年記念祝賀会　グランシップ

7月

8月

9月

10月 防災活動講習会　８日　静岡市消防局
危険物取扱者試験夜間直前講習会　９日・10日　静岡県産業経済会館

11月
秋季火災予防運動　９日～15日
第２回総務委員会（書面会議）
第２回理事会（書面会議）

12月

1月 防災講演会　14日　グランシップ
新年意見交換会　23日　ホテルグランヒルズ静岡

2月
普通救命講習会　16日～18日　静岡市消防局
静岡市防火大会　28日　清水マリナート
広報委員会（書面会議）

3月
春季火災予防運動　１日～７日
危険物安全部会（書面会議）
防火管理部会（書面会議）
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令和７年６月20日㈮
第１回理事会
通常総会
グランシップにおいて開催

表彰委員会

総会・理事会・委員会
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　令和７年６月20日（金）通常総会終了後、グランシップ内カフェレストランにおいて、設立20周
年記念祝賀会が開催されました。
　約40余名の会員の皆様にご参加いただき、終始和やかな雰囲気の中、大変盛大な会となりま
した。

設立20周年記念祝賀会

　令和７年10月８日（水）静岡市消防局において、防災活動講習会を開催しました。
　約70名の方にご参加いただき、前半は大村消防司令長による座学、後半は煙体験、小型動力
ポンプの取扱い方法、水消火器、屋内消火栓設備の実技訓練を行いました。

防災活動講習会
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防災講演会

　令和８年１月23日（金）ホテルグランヒルズ静岡において、新年意見交換会が開催されました。
　40余名の会員の皆様にご参加いただき、業種を問わず経済情勢等情報交換の輪が、あちらこ
ちらで広がりました。

新年意見交換会

　令和８年１月14日（水）グランシップにおいて、防災講演会を開催しました。
　約50名の方にご聴講いただき、当時、東京消防庁ハイパーレスキュー隊総括隊長として東日本
大震災で発生した、福島第一原発事故の現場で放水活動を指揮された、災害活動研究所代表
冨岡豊彦氏を講師にお招きし、放水活動の概要や、緊迫した様子を映像を交えてお話しいただき
ました。
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令和7年度 表 彰

優良事業所

株式会社クミカ物流 様

静清塗料株式会社 様

タナカ燃料株式会社 様

株式会社カナサシ重工 様

協和医科器械株式会社 様

清水食品株式会社寒天事業部 様

順不同

静岡市防災協会会長表彰

救命講習会

　令和８年２月16日（月）～18日（水）の3日間、静岡市消防局において、普通救命講習会（普通
救命講習Ⅰ）を開催しました。
　応急手当に関する正しい知識と技術を身につけるために、約60名の方が熱心に受講されまし
た。

「普通救命講習Ⅰ」とは
　最も多くの方が受講している基本の講習です。
　講習時間は３時間、心肺蘇生法（主に成人）・応急手当の必要性・ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）使用方法・止血法を学びます。
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《優良危険物取扱者等褒賞》
三菱電機株式会社静岡製作所　山谷 幸広 様

静岡県知事褒賞

（一社）静岡県危険物安全協会連合会会長表彰

《優良事業所表彰》

クミアイ化学工業株式会社 様
《優良取扱者表彰》

静清塗料株式会社
柴田 勝己 様

《保安功労者表彰》

株式会社木村商店
木村 匡孝 様
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【写真】火災調査研修の様子

●令和７年の火災件数は 200 件で、そのうち建物火災は 107 件と全体の
53.5％を占めています。

表１【火災件数】

火災種別 令和７年 令和６年 増減数 構成比

建物火災 １０７ １０９ △２ ５３. ５％

林野火災 ２ １ １ １. ０％

車輛火災 ３９ ２４ １５ １９. ５％

船舶火災 １ ０ １ ０. ５％

航空機火災 ０ ０ ０ ０％

その他火災 ５１ ３７ １４ ２５. ５％

●出火原因のトップは、「放火、放火の疑い」になっています。

表２【出火原因ワースト３】

出火原因 令和７年 令和６年 増減

放火（放火の疑い含む） ２５ １７ ８

たばこ １８ １８ ０

電気機器 １７ １３ ４

●火災予防の取り組み
　静岡市消防局では、火災の予防を図るために火災原因の究明に取り組んで
おり、例えば　電化製品や車両などで火災が発生した場合、火災原因を究明
してその製品に不備があれば、製造業者等に再発防止に向けた指導を行い、
類似火災の防止を図っています。
　火災は誰しもが発生させたくないものですが、人が生活するうえで残念な
がら火災は避けられません。今後も火災を予防することで安全安心なまちづ
くりに取り組んでいきます。

静岡市消防局管内の火災発生状況
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事務局からのお知らせ
　広報誌をご覧いただきありがとうございました。読後の感想、
御意見、アドバイス等ぜひお聞かせください。
　会報に載せる原稿、表紙を飾る写真等募集しています。たくさ
んの御応募をお待ちしております。



令和８年度全国統一防火標語

「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

令和８年度危険物安全週間推進標語

「つかみ取れ！　めざす無事故の頂を 」




